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調査研究実績 

の概要○○○ 

遠隔コミュニケーションにおける空間的な問題に着目し，対話相手の実映像に対して自

己アバタとしてのCG キャラクタを重畳合成することで，対話者すなわち相手と自己の対面

対話感を仮想的に実現するシステムを開発し，解決を試みてきた．従来研究では対話音声

から身体動作を自動生成する動作モデルのみによるCG キャラクタを自己アバタとして対面

合成したシステムと比較検討されていなかった．これは，対話者の動作計測に接触型のセ

ンサを用いたシステム開発が行われており，センサの着脱による中断等により，対話を継

続しながら各システムを連続的に比較評価することができなかったためである．音声によ

る自動生成モデルを用いたCG キャラクタ利用など，対話者の動作計測に因らない非接触で

利用できるシステムとの比較検討は，本提案手法の応用展開に向けて重要な評価指標の一

つである． 

そこで本研究では，画像処理によりデバイスを装着することなく対話者の頭部動作を計

測して自己アバタに反映させる実映像対話システムを開発し，音声から自動生成した身体

動作に基づくキャラクタ，対話者の頭部動作のみ反映させたキャラクタ，さらにそれぞれ

を組み合わせたキャラクタを用いたシステムを評価した．友人同士を対象とした遠隔での

自由対話によるコミュニケーション実験を行い，システム評価を行った．12 組24 人に対

する7 段階リッカート尺度のアンケートを用いた官能評価結果により，システムの有効性

が示された．また実際のビデオチャット利用場面では，対話相手が自己を斜めや横方向か

ら撮影している場面も多く，自己アバタを固定した配置では対応できない．そのため対話

相手の撮影方向を検出し，自己アバタを相手の顔が向いている先へ対面合成する必要があ

る．  



 

調査研究実績 

の概要○○○ 

さらに仮想空間におい

て身体的エージェント

の身体方向・登場位置

が印象に影響を与える

指摘がなされており，

自己アバタの配置によ

りシステム評価が異な

る可能性がある．よっ

て画面上の対話相手と

自己アバタの向きが印

象に与える影響を検討

するため，画像処理計測による対面合成手法を提案し，斜め前方から撮影された相手映像

に対してアバタを対面合成した配置と，相手の向きにかかわらずアバタを画面下方中央に

固定した配置による比較評価を行った．システムを用いた自由対話における一対比較によ

り，提案手法の有効性を確認した． 

研究課題に対する成果については，公開イベント「おもしろ体験でぇ」や大学祭学内開放

等で研究公開を行った．とくに「おもしろ体験でぇ」では親子での参加者にアンケートを

実施し，高い評価を得た． 
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